
2025 年出前授業・講座報告書 No.18 

開催日時 2025 年 10月 7日（火） 開始時間 13：35  終了時間 15：10 

開催場所 南大沢小学校 

実施内容 ビタミンCたっぷりなものは 

学年、組、等 ６年   
参加児童数

計 

児童数 

出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

１５名 ４名     １５名 

スタッフ   4名 実施機関スタッフ   0名  

１ 概要 

 南大沢小学校は相模原市に隣接する八王子市に入るが、橋本駅の北東わずか４㎞の緑豊かで静かな環

境に位置する小学校である。当校の教育目標である「仲よく、元気で、頑張る子」の言葉通り、活発に

意見を出し合いながら実験に取り組む姿には講座を進める私たちも元気づけられた。男性スタッフのみ

で、しかも予定より一人減った４名授業となり、授業開始前の準備にあたふたしたが、女性スタッフに

よる丁寧な準備のおかげもあり、４人のチームワークでなんとか時間通りに終わらせることが出来た。 

２ 実施内容 

 ６年生１９名の内４名が欠席し、１５名が４班に分かれビタミンＣの実験を進めた。初めにＰＰＴを

使って、児童への質問の投げかけを交えつつ、ビタミンＣについての理解を深めながら、関心を高めて

いく。続いて準備した５種類の果物、野菜を示して、ビタミンＣが多く含まれているものは何だろうか

と予想させて、その後、ヨウ素溶液を試薬とした滴定実験によって、実際に自分たちの目で確かめる実

験に入った。 

３ 良かった点、課題点など 

① 班の編成３～４人と少ないためか、６人編成と比べて各児童のより積極的な行動が感じられた。 

② ビタミンＣ＝レモンという先入観がテレビ・新聞・雑誌などのマスコミによってつくられているこ

とをあらためて知り、今回の実験の結果と併せることにより、マスコミの言うことを鵜呑みにして

は良くないということに気が付いてもらえた。 

③ 実験後の感想の中に、ビタミンＣ以外のビタミンＡ，Ｂ，Ｄなどについても、もっと知りたいとい

う発展的意見が聞かれたのはとても良かった。 

④ 実験記録の取り方に、まだ不慣れなためかもしれないが、滴下数と試薬の色の変化の書き方に戸惑

う様子が見られ、指導が必要なようだ。 

⑤ ビタミンＣ＝すっぱいという先入観を持った児童が多く、そこからレモンにビタミンＣが多いと連

想する児童が目立った。レモンの酸っぱさの正体はクエン酸だと知り、驚く児童が多かった。講師

の話の中でクエン酸にも触れることがあるようだが、ＰＰＴにも明確に示しておこうということに

なった。 

⑥ ビタミンＣの実験においては、女性スタッフがテキパキと動いてくれていたので男性はどちらかと

言えば指示待ち姿勢に甘んじていることが多いように思う。今後も男性のみの出前授業が増えるこ

とも考えられるので、それに備えて、事前に実験支援作業のコツなど勉強会を行ってよりスムーズ

な進行が出来るよう配慮したい。 

 


